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1. はじめに 
今日では，多くの企業がグローバルな事業展開をする中

で，情報伝達の距離と時間を短縮できる情報システムの構

築が，重要と認識している．しかし，多くの製造業の海外事

業展開の当初において，情報システムの対応が後手にま

わることが多かった．また，現地での業務の特徴を把握しな

いまま日本で使われた情報システムが提供され，現地にな

かなか浸透しにくいケースも見られた．このため，拠点ごと

に情報システムの構築も進み，グローバルな組織全体で情

報システムを見たときに似て非なるシステムが多数存在し，

また管理する情報の形式や使用しているソフトウェアも異な

る為，情報の活用が非効率な状態となっている．  

2. 問題点 
全社視点での情報システム定義と各部個別視点での情

報システム定義との間に，ギャップが生じている（図１）．こ

のため，事業戦略に従ってグローバルな組織全体で最適

化した情報システムを定義できる方法が求められている．  

 
図１ システム化計画のギャップ 

 
各部署が主体となる業務分野を対象範囲とするシステム

が乱立しており，企業の情報システムに全体最適化が適用

された段階の企業は，32％にとどまっている[6]． 

3. 関連研究 
関連する研究として，以下の二つを取り上げる． 
(1) 企業レベルを包括する情報システムアーキテクチ

ャに関する研究[7] 
Zachman により，システム構築や保守の確実性の向上

と重複コストの減少のためのフレームワークが提案されて

いる．この提案ではシステム構築に関与するすべてのス

テークホルダが網羅されており，非常に広いスコープを

持っている．しかし，全体のスコープが広いために，一貫

性の保証などが容易ではなく，そのまま適用しにくいとい

う問題点がある． 
(2) ビジネス戦略駆動による要求分析方法：B-SCP

（Business-Strategy Context Process）[1][2] 
ビジネス戦略に調和した企業の情報システムの要求を

分析，定義する B-SCP フレームワークが提案されている．

この方法では，ビジネスレベルとシステムレベルを結び

付けるために，要求工学の技法を組み合わせた提案をし

ている．しかし，この方法では現場への適用を考慮した

非機能要求についての導出が明確でない． 

4. 問題解決へのアプローチ 
4.1. 着眼点 

本研究では，事業戦略を達成するために情報システムが

提供できる価値と求められる要求を示す方法を提案する． 
Zachman フレームワークは，検討すべきガイドの枠組み

は示されているが，具体的な実現方法は示されていない． 
また，B-SCP 手法は，事業戦略をトップ事象に置きゴー

ル指向の手法を用いて事業戦略を実現するための要素分

解を行い体系的に情報システムが事業戦略を支えているこ

とを示すモデルとなっている．しかし分析結果をみると，機

能要求に集中し，非機能要求項目の抽出が漏れやすい． 
このため，機能要求が抽出できる B-SCP 手法に非機能

要求を導くための手法を追加する． 
4.2. 事業戦略と情報システムの関係  

事業戦略にもとづきシステム化の方向性や計画が決まり，

情報システム開発が始まる[3]．このことから事業戦略は，情

報システム開発の最上位の工程として位置づけることがで

きると考えられる（図 2）． 
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図2 事業戦略－情報システムの関係 



 

おもな事業戦略の指標抽出の手法として BSC（Balanced 
Scorecard）がある．BSC から得られる事業の KPI（Key 
Performance Indicator）を情報システムに求める要求として

分解し，適用する方法を示す． 

5. 提案手法論 
5.1. 提案手法の狙い 

企業の事業戦略達成のために分析し定義した業務と，業

務を支える情報システムの要求を視覚化し，事業戦略達成

に貢献することがトレースできるように明示することである． 
5.2. 提案モデル 

機能要求は，B-SCP 手法であるゴールグラフとコンテクス

ト図の組み合わせおよび業務フローを用いて定義する． 
非機能要求は，情報システムに求められる質の定義であ

る．ビジネス目標は自然言語で書かれた定性的なゴール

であるため，ビジネス目標として具体的な評価ができる定

量値となるよう，目標の設定が必要である．ビジネス目標で

の定量的指標の抽出方法として，BSC と戦略マップから

KPI 導く手法がある．抽出された KPI は，ビジネス目標を支

える業務と関連付くため，その業務を支える情報システムに

ついても同様に KPI を用いることができる．その結果，ビジ

ネス目標の KPI と情報システムが適用される業務プロセス

から，情報システムの KPI を導くことができ，非機能要求の

質を示す値として活用する． 
B-SCP フレームワークに対し，非機能要求の抽出の要素

を加え，拡張することを提案する．ビジネスレベルでは，

BSC 分析によりビジネス目標を達成するための課題と具体

的指標を KPI として表現することから「ビジネス課題」と定義

する．また，システムレベルでは，「ビジネス課題」から

B-SCP のドメインと同様に階層化して抽出した KPI は「シス

テム制約」となる．非機能要求抽出を追加した拡張 B-SCP
フレームワークを図3 に示す．  
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図3 拡張B-SCP フレームワーク 

 
5.3. 期待効果 

事業戦略から業務と情報システムへの機能要求がトレー

スできるB-SCPに加え，非機能要求も同様にトレースできる．

その結果を用いて情報システム実現による事業への貢献

や費用対効果など，定量的な指標で評価がしやすくなる．

システム構築も，この分析結果を用いることでより明確な根

拠のもと判断できる． 
さらに2次的効果として，ステークホルダ間での合意形成

の支援ツールとしても活用できる． 

6. 適用事例 
6.1. 適用事例の解説 

B-SCP の文献[1][2]に記載されているセブンイレブンジャ

パンの事例から，ゴールモデルとコンテクスト図の組み合

わせ（図4），顧客情報収集と精算業務のRAD（図5）から非

機能要求のトレースと，提案モデルの妥当性を確認する． 

 
図4 ゴールモデルとコンテクスト図の組み合わせ 
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図5 顧客精算プロセス 



 

セブンイレブンジャパンの事業戦略「いつでも，顧客の

日用品を提供できる全国のフランチャイズチェーンになる」

を達成するための一つである，「顧客の購入品とプロファイ

ルデータを収集する」を支援する精算業務に焦点を当て，

ビジネス要求での KPI と精算業務で用いる情報システムに

求められる KPI の関係が導けることを確認する． 
6.2. 非機能要求分析 

図 4 のゴールから，非機能要求のマッピングを行い，網

羅状況を分析する．縦軸には，B-SCP でのゴールをビジネ

スレベルから順に配置する．また横軸は，非機能要求の項

目を配置し，非機能要求の定義分布を確認する．非機能要

求は，UVCⅡ（非機能要求仕様定義ガイドライン）を用いる．

しかし，UVCⅡは情報システムの非機能要求として定義さ

れたものであるため，ビジネスレベルでの非機能要求には

直接該当しない．このため，分類の考え方として，ソフトゴ

ールは，副特性の観点でゴールが表している性質から該

当する特性を判断した．情報システムレベルについては，

定義された要求が直接各特性に該当するかを判断した．そ

の結果を図 6○に示す． 

 ビジネス目標として示されている効率性，効果性に関する

定義が，情報システムレベルのドメインに近づくにつれて，

機能性，使用性といった面でしかゴールが定義されていな

い点が図 6 から見てとれる．このため，B-SCP のゴールモ

デルを見直し，ビジネス目標として定義されている効率性，

効果性について要求抽出が必要である．この点を踏まえて

追加したゴール特性を図 6●に示す．その結果，ビジネス

目標として示されている効率性，効果性を示すゴールが，

情報システムレベルのドメインにも存在していることが確認

できる． 
ゴール 機能性 信頼性 使用性 効率性 保守性 移植性 障害許容性効果性 運用性 技術要件

合目的正確性相互運セキュ標準適成熟性障害許回復性標準適理解性習得性操作性標準適時間効時間効資源 標準適解析性変更性安定性試験性標準適環境適設置性共存性置換性再利用標準適発生防障害拡金額換金額換一般的SLA 運用容障害対災害対システシステシステ開発基開発環
RA ソフト V1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
RA ソフト M1 ○
RA ソフト G1 ○ ○
RA ソフト G2 ○
RA ソフト G3 ○ ○ ○
RA ソフト G4 ○ ○ ○
RA ソフト G5 ○
RA ソフト G6 ○ ○

RB ソフト G7 ○ ○
RB ソフト G8 ○
RB ソフト G10 ○ ○
RB ハードS1 ○ ○
RB ハードS2 ○ ○
RB ハードS3 ○ ○
RB ハードS4 ○ ○ ○
RB ハードS5 ○ ○ ○

RC ソフト G9 ○ ○
RC ハードO2 ○ ○ ● ● ○
RC ハードT5 ○ ● ●

RD1 ソフト G11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
RD1 ハードO1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD1 ハードT1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD1 ハードT2 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD1 ハードT3 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD1 ハードT4 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

RD2 ハードO3 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
RD2 ハードT6 ○
RD2 ハードT7 ○
RD2 ハードT8 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD2 ハードT9 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD2 ハードT10 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD2 ハードT11 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
RD2 ハードT12 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

機能性

使用性

効率性
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図6 文献[1]  ゴールモデル―非機能要求特性マップ 

 

6.3. 非機能要求 KPI 抽出 
企業の戦略課題と連携した業務課題を，部門や個人にま

で展開することで，戦略課題の解決目標が定まる．経営の

成果は，各部門の業務成果が集計されたものである．バラ

ンススコアカードで課題解決を進めるには，各部門，店舗

や個人といったドメイン毎に階層化する必要がある．その結

果，「顧客の購入品とプロファイルデータを収集する」精算

業務で用いる情報システムの KPI の関係を導けることを確

認できた．階層別 BSC と合わせて図 8 に示す． 

 

図8  BSC 階層別KPI 抽出結果 

7. 評価 
7.1. 非機能要求視点の評価 

要求仕様の特性として 8 項目が定義されている［9］．表 1
に各項目の評価基準と評価結果を示す． 

 
表1 非機能要求評価基準と結果 

評価項目 評価基準 本研究での評価結果 

妥当性 
要求仕様中に述べられている要求は，開発される

ソフトウェアが満たすべきものであること． 
ビジネス目標を最上位の事象として BSC 階層

化と業務フローから定義した KPI から情報シス

テムの非機能要求が明示できている． 

非曖昧性 
要求仕様中に述べられている全ての要求が一意

に解釈できること． 
一意に解釈できる． 

完全性 

下記の要求が全て記述されていること． 
(1) 機能，性能，設計制約，属性，外部インター

フェースに関する重要な要件． 
(2) あらゆる状態における入力データに対して，

ソフトウェアがどう対応するかの定義． 
(3) 要求仕様中の図や表に対するラベル付けと

参照，および要求仕様中の用語の定義と単

位の定義 

 
(1) POS レジでの顧客情報入力での作業時間

を要件として示せた． 
(2) (1)の結果を満たすためにも要求として検討

が必要． 
(3) 未実施．要求仕様書としてまとめていない

ため． 

無矛盾性 要求仕様の中で一貫した定義であること． 要求件数が不足しているため，評価不可 
重要度と安

定性のランク

付け 

個々の要求に重要度や安定性を識別子が有る場

合に，要求仕様は重要度と安定性のランク付けが

されていること． 

該当する記述なし 

検証可能性 
ソフトウェア製品がその要求を満たしていることを

計算機や人手によってチェックできる有限で費用

効果のあるプロセスが存在すること． 

検証可能である． 

変更可能性 
要求仕様の構造やスタイルを保持したまま，要求

を容易に，完全に，矛盾なく変更できる場合を指

す． 

変更可能である． 

追跡可能性 
要求仕様中の全要求の発生した原因が明らかで

あり，要求定義以降の開発や文書の拡張の際に，

各要求の参照ができること． 

BSC 階層化と B-SCP ゴール図により要求の発

生原因は明らかである． 

  
7.2.  ステークホルダの視点での評価 

事業戦略を達成するための業務レベルの目標と目標達

成を支援する情報システムの要求が明確になることから，ス

テークホルダの視点での評価結果を表 2 に示す． 



 

 
表 2 ステークホルダ視点の評価結果 

ステークホルダ 役割 評価結果 

業務部門システム開発担当者 
（モデル作成者） 

対象業務での情報システムに期待

する要求とその実現効果を示す． 
業務フローと情報システム適用範囲，シ

ステムの機能非機能要求とその実現効

果を明示できる． 

業務部門システム開発責任者 

情報システムを適用する範囲を，効

果，開発予算と開発コストを調整し，

情報システム構築の可否の判断を

する 

情報システム適用範囲の効果とコストを

把握しやすくなるため，予算を考慮した

調整もしやすくなり，より最適な判断がで

きる． 

情報システム部門開発担当者 
業務部門からの情報システム要求

から実現する情報システムの要件と

開発コストを算出する． 

業務部門が期待する要求をより的確に踏

まえた開発提案とコスト見積もりができ

る． 

情報システム部門開発責任者 
業務部門からの情報システム要求と

予算に対し，最適な情報システムを

提案する． 

情報システムが果たすべき役割を認識

できるため，予算に応じた情報システム

の提案ができる． 

経営者 
事業戦略達成に向け，情報システム

への適切な投資ができていることを

確認する． 

事業戦略のどの部分をどれくらいの情報

システムで実現しているかの全体像を把

握しやすくなる． 
  

7.3. 評価結果分析 
本研究では，B-SCP で抽出した機能要求と BSC で抽出

した非機能要求を，業務プロセスを介して結び付けられる

ことを示せた．しかし，提案モデル検証の一部を実施した

に過ぎないため，要求仕様の特性としての評価は不十分で

あると認識している． 
本研究で適用したセブンイレブンジャパンについては，

文献[2]には業務プロセスの例が 2 ケースしかなく，検証に

必要な情報収集が十分できない．このため完結した事例で

の検証が必要である． 

8. 考察 
8.1. B-SCP との比較 

BSC から導かれる KPI を拡張することで事業戦略を持

つ企業が価値観と適用する情報システムの価値を示せるよ

うになった（図 9）．しかし企業全体を示していない．事業別

に作成される拡張 B-SCP モデルを複数束ねる場合のモデ

ル表記方法の工夫が必要である． 

要求群（A） コンテクスト（A）

ビジネス戦略，アクティビティと目標 ビジネスモデル

戦略層

システム仕様
システム

コンテクスト
システム層

要求群（B） コンテクスト（B）

要求群（C） コンテクスト（C）

コンテクスト
分解

定量的指標

KPI（A）

KPI（B）

KPI（C）

システム
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階層別
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会社
レベル

システム
レベル

拡張範囲

 

図９ 階層別 BSC とジャクソン問題図 
 
8.2. Zachman フレームワークとの比較 

6 つの局面と 6 つの視点の 36 領域うち，4 つの局面と 3
つの視点のうち 7 領域をカバーしている．企業全体最適の

要求抽出を目的としているため，スコープ，エンタープライ

ズモデル，システムモデルの視点を網羅する更なる拡張が

必要である． 

9. 今後の課題 
9.1. 提案モデル検証の完結 

提案モデルの検証には，企業の内部まで理解のあるドメ

インを取り上げる必要があるため，所属する企業を対象に

分析と検証を実施する． 
9.2. ビジネス目標と情報システム要求間の非機能要求

KPI の体系化 
ビジネス目標のKPIをバランススコアカードで定義したが，

情報システムの KPI と整合性は，属人的な分析となり網羅

性も欠けやすいため，形式的に進められるよう工夫が必要

である． 

10. まとめ 
B-SCP 手法を用いて事業戦略のドメイン毎のゴールに示

された非機能要求を特性毎にマッピングをすることで，事業

戦略が持つ特性を，ゴール指向からだけでは漏れがちな

非機能要求の面で補うことができた． 
また，事業戦略から情報システムの機能要求と非機能要

求の両面で，情報システムドメインまで要求分析ができるモ

デルを提案した．  
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